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基いて，対象を虚血性心疾患に限定した病歴情報システム ISCHEM (Information System for 
Coronary Heart Evaluation and Management) の開発を試みた。
〔方法ならびに成績〕
ISCHEM の設計と試行には，大阪大学医学部附属病院第 1 内科心臓病専門外来を受診中の狭心症
および心筋梗塞症の患者病歴を用いた。入力としては，患者基本情報，診療歴に加え， 2 ヶ月もしく
は 6 ヶ月毎に臨床所見，血液化学検査結果，投与薬剤を， 1 年毎に心エコー図 (UCG) ，エルゴメー
ハUつ臼
タ負荷心電図の各パラメータを，特殊検査として冠動脈造影 (CAG) ，左室造影 (LVG) ，心臓カテ
ーテル法検査，心筋シンチグラムの各パラメータを選択した。
ハードウェアは， ACOS77/600 (CPUl MB) と，通信制御装置を介したグラフィックディスプレ




































2. CAG , LVG などの画像情報のグラフィック表示，時系列データのトレンドグラム表示，統計解析
機能の充実などデータ処理，解析機能を充実させ医学的有用性を高めた。 (CAG: 冠動脈造影，' LVG
:左室造影)
3. 蓄積データに網構造をもたせ，データベースとしての蓄積・検索効率を高めた。
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